別紙１　予算要求資料・事業評価調書

予算要求資料
平成25年度９月補正予算　　　支出科目　款：総務費　　項：総務管理費　　目：会計管理費　　
	事業名:  eq \o\ac(□,新)総合財務会計システム金融機関連携機能改修事業費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　出納事務局　出納管理課　総合財務係　電話番号：058-272-1111（内3221）
　　　　　　　E-mail：c11113@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：31,253千円（現計予算額：0千円　　補正後予算額：31,253千円）
※債務負担行為限度額(H26）：68,000千円

	要求内容


	１　要求の内容


指定金融機関の交替を機に、いかなる金融機関への変更にも対応できるような汎用性を持ったシステムの機能強化を図り、併せて新たな指定金融機関とのシステム連携を図るうえで必要な準備を行う。

· 主な事業の内容

(1) 金融機関連携機能の汎用化のための改修

県の総合財務会計システムがいずれの金融機関の業務システムとも連携可能となるよう汎用性を持たせるための改修

(2) 指定金融機関の交替に向けた準備

　　　指定金融機関の交替に伴い必要となる試験等

	２　所要経費


(1) 平成25年度　 31,253千円　（改修設計、環境構築）

(2) 平成26年度　 68,000千円　（プログラム開発、試験）（債務負担行為）
計

　 99,253千円

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	31,253
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	31,253

	決定額
	32,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	32,000


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成27年4月1日までに、いずれの金融機関が指定金融機関となった場合においても会計事務が円滑に処理できるように、現在の総合財務会計システムに汎用性を持たせるための機能を追加する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	指定金融機関交替対応


	0％
（H19）
	0％

（H23）
	0％

（H24）
	0％

（H25）
	100％

（H26）
	0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	－


（平成25年度の取組）

	平成25年度は改修設計及び環境構築を行う。


（平成25年度の成果）

	－


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	· 現行の総合財務会計システムは特定の金融機関のみと連携を図っており、指定金融機関の変更が必要な場合にすみやかに対応ができず、県の会計事務に重大な支障が生じるおそれがある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	－

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

－

	－


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　これまで経験のない事務の変更を伴うシステム開発となるため、連携先の金融機関と十分な協力関係を持ち密な情報交換が必要である。


（次年度の方向性）
	平成25年度は改修設計及び環境構築を行い、平成26年度にプログラム開発、試験を行い、平成27年4月1日からの新しい指定金融機関による業務を着実に開始できるようにする。


